
シリコンバレーの奇人たち
昔、電車のキセル乗車のことを薩摩の守（かみ）と
いった。忠度（ただ乗り）の駄洒落である。それの同
類に出羽の守がいる。外遊帰りの知ったかぶりが、フ
ランスではこうだとか、ドイツではああだとかいうの
をからかった言葉である。
出羽の守の一例としてアメリカでは、という話をし
よう。
私が米国法人の副社長だったとき、勤労部長の思わ
ぬ反応に“アメリカではそうしないと日本で教わって
きたのに”と茶々を入れたところ彼女はひとつもあわ
てず“ここはアメリカではないカリフォルニアだ”と
返されたことがある。確かにカリフォルニア、特にシ
リコンバレーの文化はアメリカですら東部の人たちか
ら見ればクレージーなのであろう。教養のかけらもな
く、身なりはヒッピー同然の男女が一攫千金のみを考
えて、まるで150年前のゴールドラッシュの時代から一
つも変わっていない、と思っているに違いない。
バレーの有名人にスティーブ・ジョブスがいる。大
学には入ったがインド放浪などをして結局は卒業せず、
20代でアップルコンピュータを創立し大成功した男で

ある。まもなく社長を解任さ
れたが、巨万の富を手にして
しばらく遊んでいたようだ。
しかし遊ぶのにも飽きたのか、
ちょうど私が米国にいるころ
ネクストコンピュータという
会社を作り、また業界に復帰
した。
彼の奇人ぶりは有名で各所
に紹介されているが、私が
1989年にスタンフォードにあるネクスト社を訪問した
ときもジーパン、Tシャツ姿で机に腰をかけてという
状態だった。それにも増して異様だったのは同席した
彼の部下がいずれもきっちりとしたスーツに身を固め、
さらに会談の間中一言も発しなかったのである。私と
の交渉の応対もわがままいっぱいで、取り付く島もな
いといった感じであった。これを含めて解釈するとジ
ョブスという男はどうやら部下を含めた自分以外の人
間は全部馬鹿だと信じているらしい。
しかし後日サンフランシスコのコンサートホール!!

を借り切って開かれたネクストコンピュータの製品発
表会ではダンディな若者（まだ彼はたぶん30代だった）
として登場しハード、ソフトにわたる1時間以上のプレ
ゼンテーションを全部一人でこなし、さらに未完成に
決まっている新製品のコンピュータとプロのバイオリ
ン奏者との二重奏を聞かせるという離れ業までやって
のけた。
ちなみにジョブスと共同でアップルを創立したウオ
ズニャックも早々に引退したが彼はいまだに何もせず
にずっと遊んでいるらしい。1990年ごろの話であるが
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彼の豪邸の中に人工の鍾乳洞を作り子供たちを集めて
楽しんでいる姿が現地の新聞に紹介されたことがある。
このような、よかれ悪しかれ奇妙な人はバレーには
たくさんいる。私の面識のある有名人ではパラノイヤ
と自称するアンディ・グローブやアムダール博士など
は確かに常人ではなかった。さらにそれほど有名でな
い経営者や技術者にもそういう人がいた。
もちろん日本にも奇人変人はいないわけではない。
何人か思い浮かぶが比率からいうと問題にならない。
出る杭は叩くという文化の帰結であろう。
だから日本はダメなんだというつもりではない。奇
人変人を許容する社会は多くの犯罪者やその予備軍を
もチェックできないのだ。カリフォルニアでも年に1度
ぐらいは銃の乱射事件がある。要は社会の選択の問題
であろう。
アメリカは多民族国家であるから人々は相違を許容
しなければ生活できない、とよく説明される。しかし
シリコンバレーで観察していると彼らの態度は許容と
は少し違う感じがする。むしろ彼らは奇人変人を困っ
たやつだといいながら尊敬し、愛しているのではない
かと思われてくる。人と違うということがそれだけで
価値をもつ社会らしい。ここまでくると日本との差異
は明白である。日本では常識こそが価値であり、非常
識といわれるのは非難以外の何者でもない。
これは創造力と深い関係を持つ。常識的な創造とい
う言葉は文法的には正しいかもしれないがナンセンス
である。何十年か前の話であるが私の友人の生物学者
が米国政府の研究補助金を獲得しようとしたことがあ
る。彼によればポイントは独創性にあり、その研究は
世界で誰もやっていないと強調することが最も重要と
のことであった。日本ではまったく反対で、米国の有
名な先生も同じような研究をしているというと補助金
がもらいやすいという話である。日本の社会も人と違
った考えや行動を尊敬しないまでもせめて容認するよ
うにしたいものである。

将来への羽ばたき
司　会　お忙しいところをお出で
戴きました。現在、アプライド
マテリアルジャパンの会長でご
活躍中ですが、如何なる道から
スタートされたのでしょうか。

岩　崎　そもそもの志望はジャー
ナリストか建築デザイナーで、
高校時代から社会正義に関心があり、大学生時代に
は反戦デモにも参加していました。その後大学を中
退し、初めて就職したのが環境試験装置メーカーで
した。営業からスタートし、やがて興味を持ってい
たシステムや機械設計に手を広げ、より複雑な設計
に取り組むために猛勉強も致しました。そんな折り
に、兼松江商（KG）から半導体専門商社、兼松セ
ミコンダクター（KSC）設立のスターティングメン
バーの一人として加わらないかとスカウトされたの
です。それまで勤めていた会社から引き留められた
が、将来は大きく羽ばたきたいとのことで円満退社
したのです。

英語の戸惑と思い切り
司　会　さて、KGとは、大分環境の異なる所への移転
だったのではないですか。

岩　崎　出社初日からカルチャーショックを受けまし
た、英語を自在に話す人達、タイプを機関銃のよう
に打つ人、見るもの全てがそれまでとは違いました。
販売代理をしているメーカーから多くの外人役員が
拡販のために日本に来ました。今でこそ笑い話です
が、その人達を連れてのビジネストリップは悲劇で、
新幹線ではアイコンタクトすると何か喋らないとい
けないので、寝たふりをしたこともありました。お
客さんの中に留学帰りの人もいて、「岩崎さん通訳
して」とひやかされ、惨めな思いもしたものです。
でもケガの巧妙で、ヤケ酒は羞恥心やプライドを取
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岩崎 哲夫 会員（アプライドマテリアルズジャパン㈱

代表取締役会長）

岩崎哲夫会員

SSISでは会員を募集中です。協会は求人・求職サポ
ートや研修会等、活動内容の充実を図っています。
おかげさまで個人会員200名を突破しました。各会
員の方は沢山のお仲間に協会をご紹介下さい。連絡先
等を事務局までご一報いただければ資料をお送りしま
す。

会員現況（3月22日現在）

個人223名、賛助44団体
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ることとなり、間違った英語を自信を持って使える
ようになり、それを機に上達したように思います。

司　会　そうしたら、目の前が明るくなり、気が楽に
なったでしょう。

岩　崎　楽になりましたが、更にその発見を機に、も
う一歩進んだ行動を取りました。アメリカから来る
技術者が誰であれ、日本で話したい、主張したいこ
とをまずは私に完全に理解させるという役目を与
え、それが出来ないと客先に連れて行かぬ事にした
のです。英語は不十分でも内容がわかるとどんな質
問にも答えられ、客に対して技術者が5分話すと、
私は10分通訳と説明に費やしました。そして英語に
も慣れていきました。

新会社設立、大切なのは人
司　会　大いに活躍しつつもKSCに留まらず、新会社
設立ですね

岩　崎　KSCは当時、AMAT他パーキンエルマやETEC

といった有力商品を持ってはいましたが、商社であ
ることに変わりなく、利益を技術開発に再投資した
りしませんでした。一時期、私の意見でKSCの研究
所ができて、装置の設計・製造・販売に没頭しまし
たが、商社ではそこまでが限界と思い、辞める気に
なっていったのです。商社での体験は素晴らしいも
のでした。日本以外の世界に視野が開けました。ま
た、ハイテクビジネスには、技術開発からサービス
まで、トータルビジネスシステムを持たないと強く
ならないとの確信も持つことになり、起業の勇気を
も与えてくれたのです。こうした状況下で、KSC最
後のビジネストリップとして、アメリカに行った時、
AMAT社に自分が独立することを話すと共に、多少
冗談も含めて商権譲与の願いをしたら、「お前なら
渡す」、と言ってくれ驚かされました。

司　会　人がいきなり新会社設立を言うと、他人から
見ると不安がある筈なのにAMAT社よりどうして直
ぐにOKとなったのですか。

岩　崎　アメリカ側の判断は、どこの組織（会社）に
将来を託すかではなく、誰に託すか、ということだ
ったと思いますし、また、顧客の強い支持もありま
した。現に、現在SSIS会長の川西様にも、「サポー
トするよ」、とのお言葉を頂きました。余談ですが、
AMJは22年前にAMATとの50：50のジョイント・ベ
ンチャーでスタートしました。私の立場と自覚は無
限責任のビジネスパートナーでありました。

アプライドマテリアルジャパンの
スタート・寝食抜きでの働き

司　会　新会社の設立であり、スタート体制は如何だ
ったでしょうか。順風満帆でしたか。

岩　崎　最初はないないづくし。事務所はなく、マン
ションの1室、机1つ、タイプと客椅子6脚だけ。人
は7人。みんな「ついて来るか」と言ったら来てく
れた人達です。商社時代同様、寝食を忘れて働きま
した。丁度、産業自体拡大していった時期であり、
シリコンサイクルの好不況の厳しさも経験しました
が、エキサイティングな時を持つことができました。
それにしても人集めには大変苦労しました。就社人
間がほとんどの中で、この仕事に将来性を見出す就
職人間が大変少ないことを痛感しました。

米アプライド社への貢献
司　会　初期の事業展開について話して下さい。
岩　崎　技術の重要さに鑑みテクノロジーセンターを
建設し、ついでトータルビジネスシステムを構築す
るとの目的で製造チームのAMAT派遣等、考えられ
る政策を実施しました。

司　会　アメリカの景気の良くない時、AMJは発展し
ていたのでしょうし、その原因はなんでしょうか。

岩　崎　80年代の好不況は地域差があり、上り坂の日
本は他地域の落ち込みを補う形でした。不況に強い、
先端技術をカバーする製品を持ったことも強みとな
りました。でも90年代は韓国、台湾の台頭と米国の
復権、バブル景気の終焉で様相は一変しました。

次は液晶会社の設立、50：50のジョイント
司　会　AMJでより良き成果をあげてから、小松との
ジョイント・ベンチャーを進められたのですね。

岩　崎　縁あって外資系の会社に入り成功に貢献した
が、一日本人として日本に本社を置くグローバルカ
ンパニーを創りたかった。丁度、液晶は日本の全盛

対談を終えて　歓談のひととき



期で、液晶用製造装置メーカーを旗揚げするのは、
千載一遇のチャンスと考えたのです。但し、AMJに
液晶を持ち込む状態ではなかったため、小松製作所
をパートナーとしたジョイント・ベンチャーとした
のです。液晶産業にも好不況の厳しいクリスタルサ
イクルがあり、大変苦しみましたが、強力な経営基
盤を確立しました。現在は100％AMATの子会社と
なりました。

司　会　AMAT社、ETEC社、それに液晶の会社も加え
て、各種の事柄に大変なのではないですか。

岩　崎　日本にはAMJ、ETEC、AKTの3子会社があり、
これらの会社の会長として成長に貢献したいと考え
ています。AMATのトップエクゼクティブの一人と
して、月2回米国に飛び、全事業のレビューと戦略
決定に携わっています。悩みは休む閑もなく、好き
な趣味や勉強の時間が取れないという現状です。

力ある日本の勇気あるやる気を
司　会　現在、日本の半導体メーカーは地盤沈下傾向
であり、加えて装置メーカーが力をつけてこられ、
影が薄くなってきているような感じがします。世界
も歩き回っておられて、日本と日本人についてどの
ようにお考えですか。

岩　崎　パラノイア オンリー サバイブの言葉のよう
に、厳しい不断の経営革新に成功した者のみが勝ち
残る今日、80年代の日本の成功モデルにしがみつい
ていては、大競争時代で敗者となってしまいます。
米国ではインテルやマイクロン、それからファブレ
ス、韓国ではサムソン、台湾ではTSMCといったフ
ァンドリー企業が夫々異なる経営モデルで成功し、
経営利益40％近辺を達成しています。日本でも勝て
るモデルがある筈で、それはデジタル家電関連の事
業モデルかもしれません。

司　会　日本は組織的考えが強く、重要なことは稟議
決済になったりしますね。

岩　崎　「和」を尊ぶ日本の文化は素晴らしいもので
はありますが、突出を嫌い、横並びを助長し、責任
回避するという弱点も持っています。今日のような
オープンソサエティでは、異なる価値観、文化を持
った人達とのぶつかり合いが当たり前で、その中か
から創造的なものが生まれると思います。また責任
も明確となります。AMATのトップランキング7人
の国籍は米国、イスラエル、中国、インド、日本で
まさに「エンジョイディバーシティ」であります。

外国のホワイトカラーの採用
司　会　さて、話は飛びますが、日本でもアジア等の外

国人を採用しつつあり、これは時代の趨勢ですね。日
本でマスターを採る外国人が多くなってきています。

岩　崎　日本では先々労働人口がかなり減るでしょう
し、外国人を入れざるを得ない。しかもブルーカラ
ーではなく、社会の変革や企業競争力の回復に直接
つながるホワイトカラーを採用する時代の到来で
す。お隣の中国では、共産党独裁を支える現政治指
導者の子弟がアメリカにおいて最も進んだ資本主義
を勉強している。現在の指導者の人達がリタイアす
ると考えられる10年後は大変な変化が出てきそうで
す。日本には外国人の就業や生活を難しくする規制
や障害がありますが、日本復権の為にも、積極的に
採用していくべきで、今がスタートの時期です。外
国人から見て魅力ある日本にしていきたいもので
す。特にアジアの国々の人にはそう見える日本にし
なくてはならないと思います。

お客さんの継続、異文化との接触
司　会　岩崎さんは幾つもの会社を移られつつ会社を
創設・発展させてこられました。
その節目節目の歩きとお考えはどのようなことでし
たでしょうか。また、そうしたご経験より今の若い
人に一言戴きたいと思います。

岩　崎　自分の成長につながる転社は勧めますが、転
職は余り好ましくない。人間それほど器用ではない
ので、いつも不慣れな新しい分野の仕事では成功は
難しい。長い年月による多くの人との信頼関係は財
産ですからね。会社を変わった時、自分が如何に視
野狭窄に陥っていたか発見できるでしょう。デジタ
ル・インターネット時代の現在の若い人に勧めたい
のは、早い時期からの異文化との接触です。世界は
広く、魅力的で、大変優秀な人が沢山います。これ
らの人に混じって仕事をしたり、遊んだりすること
は多いに刺激になるでしょう。

司　会　50代半ばでまだまだお若いですが、これから
は如何なお考えでしょうか。

岩　崎　幸いなことに、AMJにはたくさんの優秀な若
手が育ってきています。日常的業務は完全にまかせ
られるので、中長期的発展につながる道作りをして
いきたいと思います。特に日本社会や顧客を含む企
業の発展への貢献は私の最大の関心事です。私の母
は現在90才の半ばですが、今も家の掃除をしたり、
洗濯をしたり、現役です。私も生涯現役でSSISの諸
先輩の後についていきたいと思います。

司　会　本日は本当にお忙しいところ、いろいろ有益
なお話をお伺いしました。大変参考になりました。
どうも有り難うございました。
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リソグラフィの歴史
94年、正式なITRSのロードマ

ップが出ました。 0 1年には、
「 I T R S 2 0 0 1のシナリオ4」で、
「2005年に70ナノメートルのゲー
トのものを量産できる環境をそろ
えましょう」と提案されます（図
1：ITRS Roadmap Acceleration

参照）。今、露光装置メーカーは、94年当時に比較して
約5年間前倒しで装置開発をしなければならないのが現
状です。
現実に歴史を少し振り返ってみると、ステッパーは、

79年の終わりから80年にかけて最初の量産機がニコン
から出ています。その時の解像力は1ミクロンで、g線
の光を使っていました。その後、i線、KrF、ArFを使う
装置を出しています。
歴史的に1ミクロン解像でよかったものが、既に0.1

ミクロンを解像することを要求されています。それを
満足するためにNAを上げ波長を短くしてきました。g

線では0.6、i線では0.65、KrFでは0.68のものまで出来
ています。理論的には、NAは1.0が上限です。現在は

更に波長を短くした、ArFを使おうとしています。波
長を小さくすれば解像力が上がるからです。

k1すなわちプロセスファクターは、10年前までは0.8

でなくては使えないと言われていましたが、レジスト
の進歩やいろいろな技術の導入により、k1を小さく定
義できるようになり、現在では0.5近くまで小さくなり
ました。更に、k1を0.3、0.25に近いところまで使って
いこうという努力をしているところです。

F2装置
基本的には、装置構成としてはArFと同じです（表
1：Comparison Table between ArF andF2参照）。ウエハ
ーステージがあって、レンズがあって、その上にレチ
クルがあります。それを照らす照明系があり、光源の
レーザーがあります。光がレチクルを照らして、レン
ズを通った光がウエハーに結像されるというのは変わ
りません。
ところが、157というF2の波長になると、真空紫外光
と言われている波長ですから、空気中の酸素で吸収さ
れてしまいます。2ミリメートルの厚さを通すと、99％
が空気中に吸収されてしまいます。2ミリの空気層を通
すと1％しか光が通らないという状態ですので、ArFま
では平気で大気中を通していたものが、レーザーから
出てきた光をウエハーに照射するまで真空もしくは酸
素のない雰囲気、具体的には窒素雰囲気で全部パージ
をしなければいけません。
投影レンズは、石英が使えません。ガラス材料とし
て蛍石を使います。投影レンズのタイプもArFまでの
レンズだけのタイプでなくミラーを使うタイプに変わ
る可能性があります。今までウエハーのハンドリング
はすべて大気中でしたが、全部窒素雰囲気中にしなけ
ればいけないということで、ロードロックその他を考
えなければ行けなくなっています（図2：Cri t i ca l

Issues：F2参照）。
まだ多くの問題が残っています。開発の途中ですか
ら。ただ、早いところからは03年に供給しろと言われ
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次世代リソグラフィ技術　
光リソグラフィの限界と今後

龜山 雅臣 氏
（㈱ニコン 半導体露光装置事業部）

図1 ITRS Roadmap Acceleration

表1 Comparison Table between ArF andF2

龜山雅臣氏



ていて、ステッパーメーカーとして対応に苦慮してい
るのが現状です。F2装置は、光で最後のステッパーだ
ろうと言われています。
ネクスト・ジェネレーション・リソグラフィ
図3：Next Generation Lithography参照。いろいろな手
法が候補に上がっています。まず、X線です。近接さ
れたウエハーとレチクル、マスクを近接して露光する
方法で、装置メーカーにとって非常に楽なのですが、
マスクを作るのが難しいというのが一番ネックだった
と思います。リープルと言われている新しい技術が
NTT、東京精密から発表されています。マスクとウエ
ハーを50ミクロンぐらいに近接させ、EBも当てて投影
しようというX線露光装置の光源をX線からEBに変え
たようなものです。
次はEPLと言われているものです。いい点は、解像

力が良いことです。50nmのパターンで孤立線とデンス
と孤立のコンタクト残し、デンスのコンタクト残しが
いちどきに切れます。リソグラフィでは画期的な事で
す。従来のEBDW装置の処理枚数は時間1枚位でしたが、
これを20枚に上げられる可能性があり使い道が増えそ
うだということで注目しています。
次は、EUVLと言われているものです。軟X線のもの

よりはちょっと波長の長い光を使います。エクストリ
ーム・ウルトラ・バイオレットというトリッキーな名

前が付いていますが、現実にはX線の波長です。米国
でX線装置開発にお金を使ったあとにこの波長を使う
提案が有りました。X線という名前が付いているとお
金が出ないということを見つけて、極端に紫外域だと
いう名前を付けてお金を調達したという。波長は13ナ
ノの光を使います。キセノンに強いレーザーを当てる
と出てくる軟X線を使用します。この波長の光はすべ
ての物質で吸収されますので大気もレンズも使えませ
ん。真空中で光を通しミラーで反射します。そしてウ
エハー上に結像させるというシステムです。

EUVL、早いところでは05年に持ってこいという要
求もあります。それに対して、まず光源が強くなけれ
ばいけない。とにかく損失が多く1パーセントの光しか
ウエハーに到達しないので、強い光源が要求されます。
それから、波長が短く光解像力を達成しなければなら
ないのでミラーも非常な高精度が要求されます。これ
をいかに達成するかが2番目の問題です。3番目としま
して、マスクに完全なものが要求されます。まだ多く
の問題が残っています。これらを向こう4、5年で解決
することを目標にして、現在開発が進められています。
光リソグラフィも何とか延命しようとして努力して
います。ただ、光の限界はもう見えています。物理現
象で、計算が出来ますので、70nmをちょっと切ったと
ころがF2の限界と言われています。

157の光を使っても光露光機の限界は見えてきていま
す。光を使わないリソグラフィが検討されていますが、
まだ本命は見えていません。いろいろなものを一生懸
命検討しているというのが現状です。

F2は光の延長ですのでニコンの得意とするところで
す。それを現在一生懸命やっています。
また、EBを何とか使いこなそうとして、IBMと一緒

にEPLの開発を進めています。
最後に、ロングタームとしてはEUVLにチャレンジ
していかざるを得ないと考えています。しかし、巨額
の開発費が掛かり単独では難しそうなので、国からの
ご助力をいただくなり、世界的なコラボレーションを
構築し分業しながら作るということまで視野に入れて、
開発を進めたいと考えています。

どうもご清聴ありがとうございました。（拍手）

本記事は東京で開催された12月度研修会の概要です。
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図3 Next Generation Lithography



半導体デバイスは技術ロードマップに示された微細
化の道を着実に歩んでいる。そして表1のように、'95

年から'99年の5年間と'00年の成果対比で微細化効果の
加速力の強さが判る。

これは微細化を支える設計、製造技術の相乗効果で
もある。しかし静電気放電（ESD）の面から見ると微
細化設計は以下の大きな課題を抱えている。
1）昔、LSIの電源電圧は5Vだった。今の先端MPUのそ
れはSi物性限界から1.5V以下となる事例に象徴され
るESD耐性や電圧ノイズマージンの低下があり、生
産歩留まりに影響する。更にこれらMPU搭載の電
子制御化製造装置はESD過大電流によりEMI誤動作
を起こし易く、更に装置ロックアップ問題に発展す
る。従って製造装置に組込むプリント基板も両面基
板から4層～5層のEMI耐性のあるものにしなければ
ならない。

2）帯電カセット電位は静電誘導でSiウエハの電位を容
量分割比の形で高める。その電界で気中パーティク
ル（小粒子径ほど多く存在）をウエハ上に吸着堆積
する。従い微細化設計ウエハは静電気吸引（ESA）
されたパーティクルで欠陥の作り込みの確率が高く
なる。即ちマイクロ汚染課題の一層の顕在化がある。

3）微細化設計レチクルは徐々に大型化と高価格化の傾
向にあり、0.1µmルール用となれば1億円／1セット、
となると言われている。レチクル基材の石英ガラス
の摩擦帯電からクロムマスクへの静電誘導、その接
地ESDでクロムマスク破壊の従来型損傷に加え、容
量増加とその急激な変動で容量値差のあるマスク島

間の電位差発生から島間のESDへ、更に発見困難な
マスク島間の石英表面の部分溶融損傷に発展する。
その損傷跡のウエハへの転写となれば事は重大、大
損害となる。
そして微細化の進行に生産ラインのESD対策が追い
つかない時もある。0.25µm生産ラインに0.18µm製品を
流すとESD問題が顕在化し歩留まり低下の事例があっ
たことを風の便りに聞く。
即ちESD課題に敏感な半導体分野の技術者／経営者
のESD課題への認識が甘かった事になる。
米国では各社にESDコーディネータがいて、社内外
から素早く情報収集、分析して周知、対応に当たり責
任を全うしている。
日本では損害が小程度までは部課長クラスが密やか
に、ESD対策を行い横の連絡も少なく、時間遅れの後
追いでライン総合ESD対策となる。
このような時の生産品はLSIに潜在故障を組込み、結

果的にこれら製品が機器に組み込まれ市場にでて、初
めて故障顕在化でコスト高の修理となったり、また顧
客の信用を失うことすらある。
そこで改めてLSIのESD耐性強化再設計や生産ライン
の再チェックからスタートとなる悪循環がでる。市場
で勝ち抜くためにはかかる悪循環を初期の段階で断ち
切る必要がある。
米国のESD協会は毎年EOS/ESDシンポジュームを開
催しているが、ここでは過去にロスコスト課題を論じ、
真面目にESD対策に取り組むと投資利益（ROI）が出
る事例を何件も発表させ啓蒙していた。
パソコンHDD用のGMR（Giant Magneto-Resistor）セ

ンサーは数十V以下のESDで簡単に破壊するため大変
歩留まりが悪かった。
そこで1996年から同シンポジュームにGMRセッショ
ンを追加し毎年6～7件発表があった。これらも寄与し
GMR生産歩留まりの向上で、GMR搭載HDDは8GBか
ら40GBへと記憶容量が年々上昇し、市販価格も急落し
た。私もその恩恵を受けている。

2000年のGMRセッションは16件＋ポスターセッショ
ン10件、計26件の盛況であった。そして2年先に実用化
予定の先進TMR（トンネルMR）センサーのESD課題
も発表された。
これら発表は1社ではとてもカバーしきれない広範囲
の諸課題を含み大変参考になり、高額な参加費にもか
かわらず参加人員も年々増加している。日本のGMRメ
ーカ技術者もこの姿をみて投稿すべくエキサイトして
いる。
日本も日本電子部品信頼性センター（R C J）が

EOS/ESDシンポジュームを開催し10年となり内容も充
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電子産業における静電気放電（ESD）
対策の課題

藤江明雄 会員
IEC TC101（静電気）国内委員長

単位 1995→1999 2000 2001.3

DRAM集積化： Mb 16 → 256 256* R/DDR

MPUクロックf：GHz 0.1 → 0.5 1.2 1.5

CCD画素数： 万 35 → 250 337 604

＊高速化、低価格化に注力

表1 LSI微細化設計5年＋1年の進歩
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実し、最近ではBest paperを欧米と交換発表している。
このようにすでに若い技術者への成果発表の場は準
備されている。ULSI微細化や液晶パネルの大型化が加
速する時代に、若い技術者をこのような場にESD課題
を発表や討議させることは、会社技術PR、情報取得と
人脈の拡大で効率の良い投資と思っている。

ESD課題の自らの情報開示は、より以上の情報が自
分に回帰するが、自らの開示がなければ情報回帰は少
ない。その結果のロスコストは全日本では大きな金額
となろう。
日本ではESD課題に無関心な管理者も未だ多いよう
で、開示を無意識的に阻んだり、ことロスコスト課題
の発表は口が固く、また実力あるTFT液晶パネルメー
カの発表参加も少ない。RCJシンポジューム運営委員
の一人として寂しい思いをしている。
静電気対策のための規格類が下記のように整備されている
のでご活用願いたい。
a）IEC 61340（静電気）

61340-5-1 静電気現象からの電子デバイスの保護／一般要
求事項

61340-5-2 同上　／ユーザー指針
b）SEMI E-78-0998 静電気放電（ESD）と静電気吸引（ESA）
の評価と制御へのガイド

c）ESD協会　ANSI/ESD S20.20-1999 電気電子部品、組立品
類、装置の保護用ESD制御プログラムの開発用指針

d）JETEC

日本のESD対策技術は信頼性品質管理部門技術者に依存し
ている会社が多い。これはそれなりの効果もある。しかし微
細化設計の急速な進展で技術負荷が大きく、上位管理者の
ESD課題の認識不足もあればESD対策の専門技術者の育成も
手抜きとなる。その結果、力も地位も設計技術者より低いの
が現状と思う。
これからはIEC 61340-5-1の9項（品質責任）の9.2項に記載

のある、ESDコーディネータの教育、育成と配置を国内に普
及させ､ESDロスコストを低減させる必要性を痛感している
（少なくとも米国並みに）。
そのためにはESD対策技術者の技術力認証機関を早急に設

立、運営する必要がある。これはESD対策技術者の地位や実
力向上に繋がると考えている。
私はそのためのボランティアの労は厭わないつもりであ

る。皆様方のご支援をお願いします。

参考文献
1）藤江：クリーンルームにおける静電気問題
クリーンテクノロジー誌 1997.11 pp.56-64

2）藤江：電子産業分野の静電誘導のトラブル概要
静電気学会誌　23､6（1999）297-302

3）藤江：電子産業分野での静電気問題事例と対策
クリーンテクノロジー誌　2000.6.pp.1-7

4）藤江：LCD製造における静電気課題と対策
（温故知新）月刊ディスプレイ誌2001.5月号投稿中

5）藤江：IEC TC101（静電気）の活動について
EMC誌　2001.1.6（No.153）pp.31

今日は、五つのお話をしたいと思います。一つが①
足下の話。21世紀は先の話だと思っていたのですが、
まさに足下になってしまいました。その次に、②シリ
コンサイクル、③その中でどういう変化があったのか。
④半導体5社の業績、最後に⑤競争力の話をしたいと思
います。

01年の足下の状況
図1：半導体天気予報　参照。DRAMですが、去年の

フォースクオーターはかなり厳しかった。フラッシュ
メモリは、まだ逼迫しているのですが、じわじわ落ち
てくると思っています。
ロジックは通信とパソコンとAVによって違うが、通
信は若干調整しましたが、また引き続き戻るでしょう。
パソコンに関しては、ほぼ曇りぐらいか。AVに関して
は、曇りとかむしろ雨ではないか、オリンピックの反
動源とクリスマス調整があり、4～6月ぐらいから戻っ
てくるのではないか。アナログに関してもほぼ同じで
はないだろうか。
ディスクリートは若干晴れかと思っていたのですが、
やはりトランジスタのところで生産調整しているよう

21世紀の日本半導体産業の展望
若林秀樹 氏

（JPモルガン証券会社）
－1月22日　年次総会特別講演－

�

図1 半導体天気予報
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で、この辺は少し曇りか。しばらくしたらまた戻って
くるのかと。
通常、DRAMの場合、ビット需給予想をします。こ

れが供給能力です。実は99年、00年、01年とほぼ65％
前後のビット供給の伸び率で、大きく増えているとは
思っていません。去年の日本の設備投資は、DRAMが
少なかったし、韓国もあまりやっていない。97年、98

年は、韓国等が増産しましたので、供給が増えていま
すが、ここは増えていない。今回の問題は、需要側に
あるのではないかと思っています。

シリコンサイクル
シリコンサイクルという中には，当然DRAMサイク

ルがある（図2：D R A Mサイクルの変化　参照）。
DRAMサイクルには、今までは大きな波があった。こ
れから波がどんどん短波状化、年間を通して±5パーセ
ントぐらいの需給なのか。ただ、クオータークオータ
ーで見ていくと、＋10とか－10とか大きな波になって
いる。これが最近のDRAMサイクルではないかと思っ
ています。
これからの環境を見てみると、今まではパソコンメ
ーカーの時代だったし、参入メーカーが増えて、それ
から減っていく。どんどんプロセスがコモディティー
になる状況だった。これからはDRAMのアプリケーシ
ョンという意味では、パソコン以外のところ、例えば
携帯電話，ゲーム、デジタル家電、だがノンPCの需要
というのはじゅうぶん把握しきれていません。
この数年間のDRAMは，需要面でもパソコンだけを

気にしていればよくて、供給面でも比較的分かりやす
かったのですが、02年後半からはDRAMというのは、
需要面でも供給面でも非常に不明確な、予測しにくい

ファクターが増えてくる。
次にフラッシュメモリのビット需給については、00

年は8割ぐらいの充足率だった。つまり2割ぐらい足り
なかった。それが01年は、かなりきわどいのですがま
だ若干足りない。02年で若干の、5、6％ぐらいの供給
過剰になって、03年でやや供給不足ぎみに戻るだろう
と思っています。

99年度のフラッシュメモリの品目別市場規模は約6千
億円。00年が恐らく1兆円を若干超すのではないかと思
っています。約7割が携帯電話ということになっていま
す。フラッシュメモリのマーケットは、N O Rと
NAND・AND全部足したマーケットです。その中で
NORの比率は今のところ8割ぐらいでまだ高いのです
が、じわじわNORの比率が落ちてくる。

01年度はフラッシュメモリのマーケット規模は、ま
だ伸びると思っていますが、02年、03年は調整するの
ではないか。ただ02年度に関しては、生産キャパが一
巡する中で単価ダウンの動きを補いかねないというこ
とで、若干マーケットはややシュリンクするか。

マクロ景気とシリコンサイクル
シリコンサイクルが、ボトムになる原因が需要なの
か、供給なのかというのはけっこう大事で、もし需要
で落ちるのであればシリコンサイクルはだらだらと落
ちて、まただらだらと上がる。供給で落ちる場合は恐
らくすとんと、プラスからいきなりマイナスになるの
が供給側の問題によるシリコンサイクルの落ち方かと
思います。
去年の秋の時点では、私は二つのシナリオを持って
いました。一つはフラッシュメモリによる供給過剰。
これがもし起こるのであれば、01年はいきなりマイナ
ス成長になるだろう。ところが今のところまだそれは
ない。そうすると、二つ目のシナリオの、景気の全般
的なスローダウンによって、だらだらシリコンサイク
ルは良くなってくる。こちらのほうがどうもあり得る
のではないかと思っています。

DRAMの値段を見ていると、00年度は20兆にいかな
いのではないかと思っています。伸び率で言いますと
30％を少し欠けるぐらいではないか。01年は、10％ぐ
らい伸びると思っています。02年にマイナス成長かと
思っています。
この中でブレークダウンしますと、DRAMに関して、

01年は15.7％減るだろうと思っています。ロジックな
どもけっこう弱いと思っていますが、逆にディスクリ
ートとか光関係は、まだまだ強いのではないかと考え
ております。つまり、

01年に＋10％以上の成長をすると思われるのはフラ

図2 DRAMサイクルの変化



ッシュメモリ、ディスクリート、それから一部のアナ
ログは恐らく2桁成長。1桁成長がMPUとか一部のPC向
けロジック、マイナス成長がDRAMかと思っています。

シリコンサイクルの変化
図3：シリコンサイクルを巡るオピニオン（前回と今

回）参照。では、シリコンサイクルは何かというとき
に、マスコミの報道はシリコンサイクルを誤解してい
るのではないかと思います。私はシリコンサイクルと
いうのは、設備循環なのかと思っています。在庫循環
か設備循環かと言われた場合には、過去言っていたの
は、シリコンサイクルとは設備循環です。ところが、
マスコミは、在庫循環か設備循環かが混同されている
ような印象を持っています。
つまり、シリコンサイクル、それに在庫循環があっ
て、在庫循環がインターネットの普及か何か分かりま
せんが、昔よりもかなり増幅されているというところ
が二つの波を見えにくくしている。まずそれを分けな
くてはいけない。装置メーカーのサイクルのほうが、
より在庫循環が大きすぎるので少し分かりにくい。
半導体産業の変化ということで言うと、大きなサイ
クルで言いますとリーダーが代わり、アプリケーショ
ンが代わり、テクノロジードライバも代わり、それか
らハイブリッド欲望サイクルですが、オリンピックサ
イクルでもウインテルサイクルでもない、より短縮化
した複雑なサイクルになっていると思っています。
今回のシリコンサイクルの違いというのは、一つは
需要が違う、製品が違う、供給が違う、ビジネスモデ
ルが違うの四つぐらいと思っている。

半導体5社の業績
図4：ビジネスモデルが違う　参照。総合電機5社の
半導体部門の営業利益合計値で、4,860億円。それに対
して、私は600億くらい厳しく見ている。更に来年は
11％ゲインか、そして、02年度は更に落ちて、2千数百
億まで約3割落ちる、ここでボトムかと。過去はいいと
きも悪いときもDRAMだった。DRAMが黒字というの

はなかなか難しいですが、少なくともDRAMでなくて
もそこそこ利益が出せるということが、今回の一つの
特徴かと思っています。
その中で注目していますのは設備投資です。もし、01

年度の設備投資を増やすとしたら、02年度の供給能力は
更に上に行きますから、供給過剰は大きい。逆に、01年
度の設備投資をもう少し減らすことができればこの黒い
曲線は下に行きまして、その分02年度、03年度の需給は、
少しは改善されるのではないか。そういう意味で、アナ
リストが注目していますのは、01年度の投資行動を一気
に減らすのか、あるいはじわじわ減らすのか。これによ
って運命が変わるのかと思っています。
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図3 シリコンサイクルを巡るオピニオン（前回と今回）

図4 ビジネスモデルが違う



減らすなら一気に減らせ。減らさないなら、かえっ
て減らさないほうがいいぐらいだと思います。

国際競争力
中期での国際競争力を考えた場合には企業経営、政
策、教育という三つが効いてくる。これは数年ターム、
5年ターム、数10年タームだと思います。日本モデルが
90年代に崩壊して、98年に韓国モデルも崩壊した。
最近の新聞記事による主な国の教育偏差値では、カ
ナダが1番でアメリカはやや弱っていますが、日本は今
や偏差値50を割ってきている。
先進国とアジア主要国の全体競争力ランキングでは、
全体では日本は偏差値54.1。偏差値50がちょうど平均
ですから、教育以外では日本はまあまあ勝っているが、
非常に厳しい。
「分数ができない大学生」。まだ、日本は成績がいい。
かつて日本は、数学でも理科でも、ダントツだったと
思う。シンガポール、韓国、台湾、香港に負けて、理
科で言うとハンガリーにも負けている。この辺の国名
と企業とを比べると、何となく当たっている。

20年後、10年後を見ると、暗澹（あんたん）たる思
いになって、中期的な国際競争力、半導体の競争力と
いうことで言うとこの辺を一番心配しているというこ
とです。
取り留めのない話ですが、この辺で私の話を終わら
せていただきます。長時間どうもありがとうございま
した。（拍手）

1．コンドミニアムは
こんなところ

私達が滞在したAston at the

Waikiki Banyanの間取りを図1
に示します。

2．食材の調達
①Food Pantry：Kuhio Ave.-

Walina St. Waikikiのホテルか
らは歩いていけます。

②Daiei：Waikikiからは2または13のバスでDaiei下車。
③Marukai：Waikikiからは19、20または47のバスで

Ward Warehouse下車。
Marukaiは会員制ですが、パスポートを提示すると無料
で1日会員証を作ってくれます。

④Farmer's Market：Waikiki Banyan横Community Center

駐車場（火：7：00am～1：00pm、水：9：00am～
1：00pm、金：7：00am～1：00pm）
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協協会会ホホーームムペペーージジ

ごご覧覧ににななりりままししたたかか？？
協会ホームページ（http://www.omnibrain.com/ssis/

テスト版）が開設されています。ご覧になりました
か？　この中では、協会のご紹介の他、研修会・行事
等の催事案内や本誌の電子版がアップされています。
また入会申込書もダウンロードできるようになってい
ますので、お知り合いの方のご入会希望の際など、ホ
ームページをご紹介下さい。まだまだテスト版ですの
でURLは近々変更されます。研修会の予定などは、確
定しだいどんどんアップされますので、どうぞ「お気
に入り」のひとつに加えて下さい。
なお研修会のご案内等は、協会にご登録の方にはE-

mailでのご案内を試行しています。参加申込も着信下
ご案内に返信していただければOKですのでとてもお手
軽です。今までE-mailでのご案内が届けられていない
方、事務局（ssis@blue.ocn.ne.jp）までご一報下されま
したら、以降E-mail案内をお届けします。

ロングステイの実際━ハワイ編
早川 征男 会員

早川征男会員

図1 コンドミニアムの間取り



3.バスの乗り方
ハワイのバスは$1均一料金で、乗り換えの場合は

Transfer Ticketを貰って置けば、追加料金無しに乗り換
えられます。
バスパスは1ヶ月（月初めから月末まで）$25オアフ
島内乗り放題、65歳以上のシニアは2年間で$20です。
その購入はThe Bus Office（Ala Moana Shopping Center）
で、パスポートが必要です。
バスに乗るには以下のガイドブックは有効です。
①「The Bus Map & Guide Book日本語版」：ABCスト
アで購入できます。定価$6.50。

②「ハワイバスの旅」：株式会社ダイヤモンド・ビッ
ク社、￥950。

③「ザ・バスに乗ろう」：道端や観光地で入手できま
す、無料。

4．オプショナルツアー
オプショナルツアーの価格は情報誌を見ますと同じ
催行会社ものでも、表1のように旅行社によって価格が
違います。特に安いものは、送迎の差や同じランクの
席でもグレイドが下がるとか保険の内容が違うとか、
若干の差異はあるようです。私はGio Club会員（初年
度会費：3,000円、次年度以降会費：2,000円）になって
いますのでGio Clubで購入しました。会員価格はGio

Club価格の1割引です。
5．持参した方が良い食器等

必然性はありませんがゆとりある生活を目指す場合
は、以下のものの持参も1案です。私は次回持参食器キ
ットの作成を試みようと思います。
①箸、②ご飯茶碗、③汁椀、④ソーメン椀（ハワイで
食べるソーメンの味は格別です）、⑤丼（うどん、牛丼

12

ツアー名 JTB Gio Club レインボー
ポリネシア文化センター（デラックス） $ 120 $ 105 $ 98
アトランティス潜水艦（オデッセイ） $ 85 $ 82 $ 68
スターオブホノルル（3スター） $ 110 $ 105 $ 94

表1 オプショナルツアーの価格比較

月日�散歩� 歩数 行動内容 天気 過し易さ 献立（昼） 献立（夜）

01/18 4,745 Food Pantry 曇り, 時々小雨 風があり肌寒い にゅうめん しゃぶしゃぶ
01/19 Kapiolani Park 16,783 Alamona Shopping Center, Diei 曇り, 時々小雨 風があり肌寒い 寿司（横綱） まぐろ刺身   

01/20 14,743 Polynesian Culture Center 曇り, 時々小雨 風があり肌寒い ラーメン（嵐） Polynesian Culture Center

01/21 6,473 Waikiki Area Shopping Center 曇り, 時々小雨 風があり肌寒い ブランチ 牛丼
01/22 8,284 Arizona Memorial 晴れ 半袖でさわやか ホットドッグ うな丼
01/23 Ala Wai Blvd. 23,901 ASC, Diei and WASC 晴れ 半袖でさわやか きつねうどん ステーキ
01/24 15,742 郵便局、Diamond Head Crater 晴れ 半袖でさわやか ラーメン（嵐） 牛肉たたき
01/25 13,632 嘉田君来訪、Atlantis 晴れ 半袖でさわやか ラーメン（嵐） お茶漬け
01/26 Kapiolani Park 19,069 I MAX, 曇り, 時々小雨 曇り, 時々小雨 そば ベーコンなす, 納豆
01/27 12,860 Contemporary Museum（Closed） 晴れ, 強風 半袖でさわやか Contemp. Mu. カレーライス
01/28 13,928 New Ewa Beach Golf Club、岸本さん来訪 晴れ, 強風 半袖でさわやか 柿の葉寿司 松茸ご飯
01/29 Kapiolani Park 17,870 U.S. Army Museum Hawaii 晴れ 半袖でさわやか 松茸ご飯 Lobster & Crab House

01/30 9,425 Circle Island 晴れ 半袖でさわやか Pizza カレーライス, お好み焼き
01/31 Kapahulu Ave. 18,317 Trolley Ocean Coast 晴れ 半袖でさわやか Hamburger カレーうどん
02/01 10,411 Hawaii Maritime Center, Hilo Hattie, Bishop Museum 晴れ 半袖でさわやか Saimin 寿司, かやくご飯
02/02 12,516 Iolani Palace, Foster Botanic Garden and China Town 晴れ 半袖でさわやか Fried Rice Beef Stew

02/03 16,560 The Honolulu Art of Academy 晴れ 半袖でさわやか Sandwich きぬさや玉子とじ
02/04 8,968 Waikele Center, Paradise Cove Luau 晴れ 半袖でさわやか Sandwich Paradise Cove Luau

02/05 8,011 Hawaii's Plantation Village, Pearlridge Shopping Center 晴れ 半袖でさわやか 天丼 筍玉子とじ
02/06 Hau Tree Lanai 11,916 Hau Tree Lanai, Honolulu Zoo 晴れ 半袖でさわやか Hau Tree Lanai コンビーフキャベツ
02/07 10,997 Hawaii Island 晴れ 半袖でさわやか Botanical Garden 嵐ラーメン
02/08 8,093 Kodak Hula Show, Damian Mu., Queen Emma Summer Palace 晴れ 半袖でさわやか そーめん Beef Stew

02/09 13,123 Waimea Adventure Park 晴れ 半袖でさわやか Buffet at Waimea 千房
02/10 11,348 Japanese Culture Center, Star of Honolulu 晴れ 半袖でさわやか ざるそば Star of Honolulu

02/11 125,854 Mission House Museum, Iolani Palace 晴れ 半袖でさわやか えぞ菊 まぐろ刺身   

02/12 12,353 National Memorial Cemetery of The Pacific（Punchbowl） 晴れ 半袖でさわやか 餃子 麻婆茄子
02/13 6,244 Waimanalo shopping Center（Akebono） 晴れ 半袖でさわやか Sheraton Hy's

02/14 5,737 Lucoral Museum, Hawaii Okinawa Center 晴れ 半袖でさわやか かぼちゃ すき焼き
02/15 8,161 Alamona Shopping Center, Long Stay Inc. 晴れ 半袖でさわやか 牛丼 かぼちゃ
02/16 16,622 Mission House Museum 晴れ 半袖でさわやか おかゆ 浪速屋
02/17 帰国出発 晴れ 半袖でさわやか
02/18 帰国到着

482,686

表2 行動の記録



はロングステイの定番料理です）、⑥お茶の茶碗（コー
ヒ茶碗での日本茶はいただけません）、⑦ご飯しゃもじ
（大型スプーンでのご飯盛りは味気ありません）、⑧お玉
（大型スプーンでの汁盛りは回数が必要です）、⑨おろし
金（大根おろし、おろし生姜は料理を引き立てますし、
ステーキにおろしたホースラディシュは良く合います）、
⑩包丁（私たちの部屋には波刃包丁しかなく、刺身は切
れませんでした）

6．持参した方が良い食材
なんでも手に入りますが、以下のものの高級品は手
に入りにくかったり、高価だったりしますので持参し
た方が良いと思います。
①梅干、②焼き海苔、③塩昆布、④明太子、⑤緑茶。

7．行動の記録
ハワイ滞在中の行動の記録を表2に示します。毎日の
一寸したメモが、意外に役立つと喜んでくださる方も
おられます。

8．会計報告
今回の滞在中の会計報告を表3に示します。3人で1ケ
月150万円は一寸使いすぎに思えます。これは同行した
70歳の姉が初めての海外旅行であったために、いい思
い出を作ってもらうためのものでした。無理をしなく
ても半分には切り詰められます。

9．耳寄りな話
ハワイではLong Stay Inc.の大塚社長にお願いすると、

航空券やコンドミニアムを格安にお世話していただけ
ることもあります。

Long Stay Inc.はハワイ・ホノルルに所在する旅行会
社（ハワイ州認可番号4287）で、日本の通産省認可ロ
ングステイ財団の賛助会員です。

Long Stay Inc.はロングステイヤー（長期滞在者）のた
めに“Long Stay Society”というボランティア団体も支
援しています。顧問には日米両語堪能な医師や弁護士を
迎えていますので、海外生活で一番不安な健康面、法律
面でも十分なバックアップが得られるとのことです。

Long Stay Inc.連絡先
Mr. Shinsuke Otsuka, President

TEL：808-942-8888 FAX：808-942-8889

E-MAIL：longstay@longstay.net 

WEB PAGE：http://www.longstay.net

10．現地で役に立つ情報源
書籍
①「イエローページ・ジャパン、ハワイ版、1999～

2000」、無料：Shirokiya、Bun Bun Douで入手できま
す。

②「電話番号早見表とくらしの便利帳」、East-West Jour-

nal、$12：Shirokiya、Bun Bun Douで入手できます。
ラジオ
① KJPN：AM940

② KZOO：AM1210

11．その他の情報
①不思議なことに割引クーポンは、英文の情報誌にし
かついていません。例えば『トロリー4日間チケット』
1枚$42が2枚目タダというものもあります。つまり
50％引き。

②日曜日は英字新聞を買って、セール情報を収集して
買い物に行きましょう。50％も節約できることもあ
ります。

③コンドミアムの見かけはホテルと同じような運営が
されています。しかし各部屋には概ねオーナーがい
ます。したがってソファーベッドが壊れていてもす
ぐに取り替えたり修理をしたりはしてくれません。
取替えや、修理にはオーナーの同意が必要だからで
す。ここを理解して待ちましょう。

12．おわりに
予てからの夢であった『ロングステイ』をハワイで
実行しました。同行者は70歳の姉と家内の2人でした。
毎日計画を立ててバスで行動しましたので私が専属の
添乗員のようで、家内達にも好評でした。99年4月まで
の6ヶ月間絶対安静の入院生活で失われた体力も、温暖
な気候に恵まれて、自分でも驚くほど回復しました。
このマニュアルは拙い物ですが、経験を積むごとに充
実させていきたいと考えています。少しでも皆様のお役
に立てれば幸せです。また更に新しい情報をお持ちの方
は、お知らせ下さい。皆さんのご協力を得てこのマニュ
アルの完成度を高めていきたいと考えています。

Long Stay Inc.の大塚社長をご紹介することは、ご本
人のご了解を頂いております。必要がありましたら直
接お願いしてください。
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項　目 費用（1US$＝105.5）単位：円
航空費 207,000
住居費 415,000
外食費 77,000
食材費 125,000
交通費 26,000
観光費 295,000
お土産 163,000
その他 182,000
合　計 1,490,000

表3 会計報告
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私は多趣味である。
というと聞こえはよいが、
実は飽きっぽいのである。昔
からずっと続けている趣味は
ほとんどない。唯一、クラシ
ック音楽を聴くこととレコー
ド（CD）コレクションぐらい
のものである。この半生、次
から次へと色々なものに手を
出してはやめてきた。我なが
らナサケナイ気もするが、そのいくつかについて紹介
してみたい。
本来ならばここでは音楽とレコード、そしてそれに
関したオーディオについて書くべきかもしれない。し
かし私の場合、それは人様にお話できるほどのもので
はない。ここではあえて趣味の遍歴にしたい。

昔、私は鉄道少年だった。いや、少年期を過ぎても
マニアだった。あらゆる鉄路、車両が好きだった。当
時は汽車ポッポも健在だった。見ているだけで楽しか
ったし、雑誌などを読んで知識が増えることも実に面
白かった。しかし年齢と共に情熱は薄れていった。今
でも好きなのだが、どうにもかつてのように興味がわ
かない。マンガ家の岡部冬彦さんは乗物マニアだそう
で、わざわざ線路わきに家を建てたそうである。ウォ
ルトディズニーは仕事に疲れたとき操車場に行って機
関車の動きを飽きずにながめていたという。加齢して
も情熱を失わない人を私は羨ましく思う。私は失いた
くて失ったわけではない。
昭和40年代、蒸気機関車が次々と姿を消し始めた。
このため写真撮影をする人が急に増えた。撮影に適し
たポイントはそう多くはない。自然とそこに人が集ま
る。鉄道マニアだけが集まっているうちは暗黙のルー
ルとマナーがあり、それがよく守られていた。しかし
俄かマニアが我も我もと集まりだすと、マナーもなに
もあったものではない。私の鉄道に対する熱が冷めた

一因はここにある。
鉄道が好きだから鉄道模型にも凝った時期があった。
が、あまり深入りはできなかった。学生のころは金銭
的に余裕が無かったし、社会人になってからは空間的
にも余裕が無かったからである。今は子供も独立して
僅かながらも余裕ができた。もう一度鉄道模型を近々
始めるつもりでいる。
読書は昔も今も好きである。20代のころは松本清張
をむさぼり読んだ。が、やがて飽きた。次に没頭した
のはノンフィクションである。今でも時々読むが、柳
田邦男の作品は本質に肉薄する迫力があって面白い。
30代半ばから司馬遼太郎に傾倒した。これは飽きなか
った。結局全作品を読んだ。もともと歴史は好きだっ
たので、司馬遼に限らず歴史小説はあれこれ読んだ。
ただし歴史といっても私の興味は戦国時代と幕末に限
られる。戦国時代の人物では明智光秀が面白い。それ
で光秀に関する本を色々と読んだ。私は光秀に関し一
つ分からないことがある。なぜあの時点で信長に逆ら
わなければならなかったか、ということである。信長
はいわば行政改革の鬼であった。旧弊を力ずくで排除
した。こういう人間は既得権益者の手によっていずれ
は暗殺されたのではないか。光秀は急ぐ必要など無か
ったのではないか。こういう私の疑問に答えてくれた
本は残念ながら無かった。
平成4年から8年までの4年間、私は山口県に住んだ。
山口県はかつての長州藩。維新の震源地。幕末の歴史
が、それこそ道端に転がっているように県内のあちこ
ちに存在する。それらの大部分は史跡案内書などには
載っていない。そういう史跡を探し当て、それにまつ
わる史実を調べ上げることは実に面白い。このころの
私の休日はゴルフか史跡探訪という実に多忙かつ充実
したものであった。史実を調べるために博物館はもと
より各地の教育委
員会を訪ねたり、
地元の有力者のツ
テを頼って郷土史
家を紹介してもら
ったりした。ある
郷土史家は司馬遼
太郎の取材を何回
も受けられたとの
ことであった。そ
ういう調査経験を
したうえで改めて
司馬遼の幕末に関
する作品を読んで
見ると、その内容

趣味あれこれ
水野 修 会員（NEC広島　取締役）

水野修会員

水野会員の著書（本文参照）



の豊富さ奥深さに圧倒される思いがする。しかし司馬
遼は司馬遼、私は私。私は調べたものを随筆の形にし
て一冊の本に纏めあげた。『一人よがりの長州談義』と
題して。勿論、自費出版である。300部ほど作った。自
分で言うのもおこがましいが、意外に評判が良く、「俺
も読んでみたい」という人が多く出てきてすぐに無く
なってしまった。もっと作っておけばよかったと少し
後悔した。写真はその表紙である。
現在、私は広島県の西条という所に住んでいる。こ
こは酒どころである。JR山陽本線の西条駅近くには酒
蔵が軒を並べている。ここに住んでから必然的に私の
興味の対象は日本酒になった。
本で調べてみると日本酒の製造工程は実に複雑であ
る。そして実際に蔵に入って見学してみると想像以上
に複雑で手がかかるものであることが分かる。蔵は余
人を嫌う。雑菌を持ち込むからである。見学するには
しかるべきルートを通じ、しかるべきプロセスを経な
ければならない。入ってみると杜氏さんはじめ蔵人た
ちは皆親切だった。しろうとの質問にも丁寧に答えて
下さった。そしてたれもが酒造りに情熱的である。
日本酒は消費量が減少傾向にある。しかし吟醸、大
吟醸という本当に旨い酒が豊富に出回るようになった。
こういう良い酒が誰でも飲めるようになったのは高々
ここ20年ほどのことである。長い日本酒の歴史の中で、
である。原料米を厳選し、極限まで精米し、精魂こめ
て醸された酒である。昔はこういう酒ができなかった。
その理由の説明は省くが、吟醸酒はとにかく旨い。旨
いだけでなく、二日酔いにならない。本当にならない。
先日、吟醸酒だけで酔いつぶれるという、贅沢な醜
態を演じた。前後不覚になったのである。こんなに飲
めば二日酔いになって当然である。しかし翌日は頭も
痛くなければ気分も悪くない。二日酔い特有のあの堪
えがたい頭痛とムカツキが全くないのである。不思議
な酒である。ただしこの日、ゴルフのスコアはさすが
に悪かった。
ここ広島・西条で『酒造り体験塾』という1年コース

のいわばカルチャースクールがある。勿論、勝手に酒
を造ることは酒税法上許されない。このコースでは、
酒造りの要所要所を酒造会社で手伝いながら体験させ
てもらうのである。私は今これに参加している。酒は
米から造る。5月には田植えも体験した。機械植えでは
ない。手植えである。10月には稲刈りもした。その時
の様子が新聞に載った。写真中央の帽子姿が私である。
12月には仕込み、1月末にはしぼりまで体験できた。し
ぼりたての酒は独特の風味がある。こんなことはここ
でしか経験できない。酒好きにとっては至福の瞬間で
ある。

昨年，酒に関する随筆をある機関紙に連載した。こ
れらや酒作り体験記を交えて、いずれ一冊の本にした
いと思っている。

以上、私が若いころからやってきた趣味（と言える
かどうか）の一端を紹介した。実はそのほかにも色々
やった。オートバイツーリング、合唱、釣り、写真、
山歩き、お茶（茶道ではない）。これらにはそれぞれ面
白い経験や楽しい思い出がある。だが全て今はやって
いない。これらは今でも嫌いではない。ただ情熱が消
えたのである。要するに移り気なのであろう。しかし
私はそれでよいと考えている。その時点時点で興味を
持ったことをやればよいと思う。私は、狭く深く、で
はなく、広く浅く、というタイプの典型人なのだろう。
今は酒に凝っている。が、これもそのうち興味が薄れ
るにちがいない。その時はまた別のことを見つければ
よい。何も見つけられなくなった時が人生の終わりな
のだろう。

15

平成12年10月20日付朝日新聞広島版



16

1．緒
半導体シニア協会（SSIS）
の活動の一環として、メンバ
ー各位が自分のライフプラン
を提言して、相互に役立てよ
うとの主旨からライフプラン
部会がスタートした。

SSISメンバーは半導体関連
に携わって多くの経験を積ん
だベテラン揃いであることから、私も深い関心を寄せ
た一人である。会議の席上、各メンバーから出た意見
も率直な内容であったと記憶している。例えば、ライ
フプランは十人十色であって良い、これがライフプラ
ンだなんて言う見本もない等々であった。
これらの意見も諸兄が納得するものであった。以上
の状況から、第一回目の発表者に指名された時、いず
れ順番が来るなら早い方が楽だろうなどと浅学の身そ
のままに引き受けた次第である。以下現在進行形のラ
イフプランらしき内容を御披露して諸兄の御意見を頂
ければ幸いである。

2．ライフプラン作成に当たっての
私のバックグラウンド（軸足?）

学校卒業以来、製造業に携わり,「物作り」の面白さ
を充分に味合うと共にかなりの失敗をしてきた。その
間、技術80％、営業・マーケティング20％の割合で過
ごした実体験から得た結論は以下の様なものだった。
1．世の中、素晴らしい人がどこの国にも、どの会社に
も居る（宗教を除く）（その逆もある）

2．素晴らしい先達によって自分は今日まで育てられた
3．大企業のTOPは子会社の現状をあまり正しく理解し
ていない場合が多い

4．感激や感動のある場面は国を問わず大切にされてい
る

5．人は夢があると元気になる
6．人は自分だけの為には生きられない（大庭みな子）
7．人間晩成を重んず/一隅を照らす（最澄）
8．60歳を過ぎたら人に喜ばれる事をしたい
9．いずれ自然に帰るなら、生きているうちに自然を出
来るだけ多く体験しよう

3．私のライフプラン実行案（KEY）
2）項を踏まえて、60歳を過ぎたら何をすれば「かみ
さん」に喜ばれ自分にもプラスになるか?

先ず考えた事は、これまでの経験を生かしたことが
出来ないか?であった。次にこれからは半分以上は（出
来れば100％）これまで皆様から頂いた恩恵内容をお返
しに当てたい。（私の出会った先輩はかなり早くから
「利他」を唱えて実践していた）更に「キッタ、ハッタ」
は最早したくない等であった。

4．実践へ
4.1 エー・ビー・シー・プランニング（ABC-Planning）

の設立
Bostonの友人が斬新なアイデアでCu-CVDのベンチャ

ライフプランに想う!!
星野 清 会員

（㈲エー・ビー・シー・プランニング 代表取締役社長）

星野清会員



ー企業を設立した。アジア地区全体をカバーするため
の“ボートメンバー”と出資の要請があり、CVD Sys-

tems Inc. Japanでどうかとの誘いであった。ひも付きの
メンバーはこの際御免でと言うことで、小なりとも自
分の会社を設立することになった。Cu-CVDは大手メ
ーカーがしのぎを削っている先端技術で大資本とまと
もにぶつかったら勝ち目はない!

どこよりも小さく、どこよりも安く、どこよりも低
いランニングコストがKEY factorとして製品目標を絞っ
た。その結果製品セットは扱わないとしてモジュール
製品で勝負することで一致した。日本ではモジュール
で勝負する発想はなかなか受け入れられなかった。私
にとっては、仲仲の夢多き内容で協力態勢をとってい
る。おそらく2001年後半には実現すると期待している。
4.2 地域へのボランティア活動
私はこれまで御多分にもれず会社人間としてがむし
ゃらに走ってきた。60歳を越したら少しは住む街の為
にボランティア活動をと考えていた処、環境に関する
市民会議のスタートが報じられた。これは市民全体で
環境問題を論じ、市の行政に反映させようとの目的で
あった。月2～3回の割合で開催されるため皆勤とはい
かないが参加し、種々の立場の人々との交流が始まっ
ている。皆様大変熱心でこれもまた楽しいことと感じ
ている。
4.3 海外の会社のコンサルタント（最初から契約金を

取らない、出世払いと、成功報酬がポイント）
これまでの海外との交流から、アメリカ、フランス、
ドイツ、イギリスからの日本市場参入時,（半導体、真
空技術、計測に限っているが）お手伝いをコンサルタ
ントとして始めている。大きい企業から小さい企業ま
であるが、相手の予算で柔軟に対応しで喜ばれている。
予算のない会社には無料に近い対応をすることが喜ば
れる内容の様だ。この場合成功報酬となる。これまで
クライアントから良いアドバイスで大変良かったとか、
良い結果が得られて助かったとの返信を頂くと、この
道に入って良かったと実感している。
現在、フランス MTA杜とヨーロッパ全般に関するコ

ンサルタント契約を結んでおり、日本とヨーロッパの
クロスビジネスをネットワークが完成している。日本
のベンチャーと欧州のベンチャーのクロスが可能とな
り、皆様のお役に立てると期待している。アメリカの
ボストン、サンノゼに同様のネットワークを完成させ
た。願わくは、SSISの諸兄と補完し合って、より充実
したネットワークを立ち上げられればと考えている。
4.4 日本の小規模企業の立ち上げボランティア
ほとんどのベンチャー企業の人達はやる気とアイデ
アが旺盛ですが、ビジネスモデルの立案には極めて淡

白である。特に製造業に関連する小規模の社長さんは
このパターンが多い様に思う。マーケティング力、人
事面、営業面、人材育成等長年の経験は大いに役立っ
ている。この場合も予算の無い場合は成功報酬、出世
払いとしている。
4.5 異業種卒流会のボランティア
八王子にメーカー・ユーザー混成の会をスタートさ
せた。馬齢を重ね、年長である理由で名目会長になっ
ている。ゴルフと懇親会が主であるが、若いビジネス
マン達の交流の場となり、ビジネスにも発展しつつあ
り、今後が楽しみなグループである。
4.6 大企業や大企業の子会社の幹部教育ボランティア
依頼された先々で感じるのは担当者や技術者はどこ
の会社も真面目に真剣に自分の責任を感じて情熱を燃
やしていることである。問題なのはトップクラスの
人々の現状認識や決断の点で難あり、という所がほと
んどである。
これまでの私の失敗や成功、人間関係は実践として
参考になると喜ばれている。
ここでも予算次第で対応している。

4.7 年齢レンジ±20歳＝40歳の交流
私はかなり前から自分より20歳上と下、つまり範囲

（レンジ）で40歳の差のある人との交流を大切にしよう
としてきた。その結果、ひびきの会やコモン会が出来
上がり、年2～3回の例会・懇談会を開催している。こ
れも年長との理由で会長と言う名になっている。長い
体験を積んだことで若い人にアドバイスをすると言う
より夢を持って頂きたく、自分の近況とグループの近
況報告をして一時を楽しく過ごす事が主である。今で
はこの会も異業種交流会になりつつある様だ。現役時
代、日本の代表企業の方々と本音で交流することを実
践してきた結果と思っているが、全国に散らばってい
る諸先輩から種々アドバイスを即刻頂けるのは自慢出
来る事だと感謝している。
4.8 国内外の旅行
御多分に漏れず日本の企業戦士（?）として過ごした
為、出張は世界中かなり行った事になるが、いわゆる
名所旧跡はそばまで行っても落ち着いて見ていない。
これからは家内共々ローカル線で乗り物を楽しみなが
ら旅をしたいと思っている。海外はロングステイを兼
ねて外国の田舎でじっくり生活感を体験したいと計画
している。家内には漸く償いの出来る年令になったと
思ったりしている。
4.9 友人・兄弟・親戚との交流
子供時代を含め多忙にまぎれて、親戚や兄弟、特に
叔父や叔母の係累との付き合いは皆無に近い。これか
らはルーツ探しを兼ね、親や祖母の実家を訪問し、心
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のルーツを体験しようと思ったりしている。又学生時
代の友人達も企業戦士であった。漸く趣味の世界に入
りつつある。学生時代の夢とその後など語りたいと願
っている。
4.10 長編小説と歴史・趣味の学習
一度、ゆっくり読書をと思いながら購入したものが
堆く積まれている。いよいよ長編小説（世界の）にチ
ャレンジしよう、出来れば小説の舞台になったルート
を訪ねようと願っている。趣味として来た短歌はもう
少し他人様に見せられる内容にグレードアップしよう
と願っている。

まとめ
以上、見てきた様に私のプランはほとんどボランテ
ィアであるが、これは現ABC-Planningの会社の経費が

維持できればそれ以上は望まないが私の基本と考えて
楽しく対応させて頂いている。そのうち出世払いが一
度に帰って来るかも知れないなど夢を見ながら…。
私の長い企業生活でのKEY-Wordは、どんな会社や
どんな学校、どんな地位であった?等は余り意味が無い
様に思える、今日この頃です。それよりも、どんな人
と出会ったかが重要な意味を持つ様に感じられてなら
ない。その意味でSSISでの皆様との出会いは更なる楽
しみである。画家の平山郁夫氏は奈良薬師寺に20年の
歳月を懸け完成した「玄奘三蔵」に関する絵を無料で
寄贈した。曰く「私は人々に生かされているから…」。
平山郁夫氏の境地にはほど遠いが、私のライフプラン
はそれに近づくことだと想ったりしている。先輩諸兄
の討議のキッカケになれば幸いです。
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去る1月22日、東京・九段下のホテル　グランドパ

レスで、協会定例の年次総会が開催された。

会長あいさつ・来賓ご祝辞
冒頭、総会の定足数・成立が確認され、川西会長

が登壇。シニアライフ5ヶ条を示した。曰く、

1.シニアライフは人生の第3楽章であって終楽章では
ない
単に過去の経験や知識で生きるのでなく､常に新しい

事にチャレンジしていこう

2.嘆くだけでなく何を為し得るか自問しよう
日本の現状は政治も経済も家庭も多くの問題を抱え

ているが､嘆くだけではだめ

3.DIVIDEの時代に人間性豊かなネットワーク造りを
21世紀はDIVIDEの時代､即ち優勝劣敗､個人競争の時
代と云われているが人間は社会との繋がりで生きてい
くしかない。

シニアーの務めの一つは社会に心の豊かさをもたら
すことだ

4.まだ残っている能力に感謝し活用を
若い頃と比べ体力､知識の低下を嘆きたくなるが

5.シニアーライフは奉仕の時
人生には３つの区切りがある､即ち研鑚の時､実現の

時､奉仕の時である。今や奉仕の時である。
お世話になった社会、家族に感謝し自分に残された

能力を少しでも還元しよう
というもの。一昨年の総会ではサミュエル・ウルマ
ンの詩をひきつつのお話だったが、今年も協会設立の
趣意を体現するお話だった。
引き続き半導体産業研究所の海野陽一 所長代行によ
る、来賓ご挨拶。SSISに寄せられる期待ということで、
嬉しいお言葉であると同時に身の引き締まるお話を頂
戴した。

総会議事　2000年度報告・2001年度計画

続いて、河崎運営委員長の進行により、2000年度の
活動報告と2001年度の活動計画の審議があった。2000

年度活動報告および会計報告については委員長より報
告がなされ、承認された。また2001年度については、
運営委員会に設置された各担当委員より計画の説明が
なされた。会計についても、各活動項目ごとに項目が
たてられるようになったのが、今年の大きな特徴と言
えよう。
本誌既報の、新運営委員を多数迎える件についても
正式に承認された。新委員の中には、担当についての

1月22日　年次総会開催
東京　ホテル　グランドパレスにて
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計画説明のため登壇する方もあり、このパワーで協会
がさらに活発なものとなる、そんな実感を抱く場面が

多々見られた。

協会の具体的な活動としては、前年来の活動をさら
に充実されることともに、8月に大阪で開催される
SEMI Forum Japan 2001にSSISが協賛団体となるだけで
なく、かつは積極的にコミットしてゆく方針が明らか
にされたのが目新しい。
広報担当委員からは、会場で協会ホームページを、
コンピュータを操作しつつ大画面でお披露目されたの
も特筆される。
いずれの議案も原案通り承認され、今年の活動は正
式にスタートした。
総会議時の後には、JPモルガン証券会社の若林秀樹
氏による特別講演、「21世紀の日本半導体産業の展望」。

新世紀幕開けにふさわしい講演には、満場水を打った
かのごとく、かつは質疑に熱がこもり、充実の講演で
あった。本講演の内容については本号8頁からの「観測
気球」のコーナーで詳報している通り。
最後に恒例の懇親会。乾杯の音頭は大山昌伸新諮問
委員。
宴中、席の移動が自由なこともあって、あちらこち
らでビールを酌み交わして旧交をあたため、新たな出
会いを導くの図が見られ、また腰を掛けて膝も触れん
ばかりに談義に熱中したり、いつもながらの「SSISの
宴会」の風景となり、最後まで去りがたい雰囲気でな
ったのは言うまでもない。

21世紀のSSISに、紙上でも乾杯！

収入の部 実　績�
25,682,069

1. 会費収入 23,261,250
　個人会員 3,011,250
　賛助会員 20,250,000

2. 参加料収入 1,399,000
　研修会 1,087,000
　総　会 312,000

3. 寄付金 1,000,000

4. 雑収入 21,819

支出の部 実　績�
20,523,990

1. 活動費 10,324,684
　研修会費 3,357,298
　会議費 1,356,257
　総会費 1,283,574
　旅費交通費 419,312
　図書資料費 283,794
　ニュース発行費 2,089,862
　連絡費 996,005
　文化・分科会活動費 538,582

2. 管理費 9,255,825
　給与手当 5,040,000
　家　賃 3,309,145
　事務消耗品費 906,680

3. 雑　費 943,481
　振込等手数料
　雑　費 943,481

収支差額 5,158,079

差額処分
　次期繰越 3,239,488
　シニアファンド積立 1,918,591

計 5,158,079

【シニアファンド】
期　首 16,711,824
期中収入 1,918,591
期中支出
次期へ 18,630,415

収入の部 予　算�
科　目 31,080,000

1. 会費収入 26,020,512
　個人会員 4,320,512
　賛助会員 21,700,000

2. 参加料収入 1,800,000
　研修会 1,500,000
　総　会 300,000

3. 雑収入 20,000

4. 前期繰入 3,239,488

支出の部 予　算�
科　目 31,080,000

1. 活動費 18,060,000
　求人求職サポート活動費（新設） 1,500,000
　ニュース発行費 3,200,000
　集会費 5,150,000
　　総会費 1,500,000
　　研修会費 3,650,000
　文化活動費（分立） 500,000
　広報活動費（新設） 1,000,000
　図書資料費 500,000
　分科会費（分立） 1,160,000
　　ライフプラン懇談会 960,000
　　その他分科会 200,000
　運営委員会費（改称） 800,000
　委員会交通費（改称） 2,000,000
　活動振興費（改称） 1,050,000
　　活動振興費 300,000
　　SEMI Forum Japan 2001経費 750,000
　通信費 1,200,000

2. 管理費 12,620,000

　業務委託費 7,560,000
　事務所維持費 4,410,000
　消耗品・コピー費 650,000

3. 雑　費 400,000
　振込等手数料
　雑　費 400,000

収支差額 0

シニアファンド 18,630,415

2000年度会計報告 2001年度予算
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SIPECが半導体入門講座を開催！
5月21・22日の2日間

SSISと密接な関係をもつSIPECが「半導体入門講座」

を、“今日から半導体が楽しくなります”をテーマに開
催する。会場は東京・本郷の学士会分館。

この講座の主たる対象は、半導体製造装置・部品材
料メーカ・技術サービス会社・金融機関等関連企業の
営業／企画・事業推進担当等で技術教育を未経験／技
術サービス／他の産業から転入して日が浅い／新入社
員...等々の方としている。

講座の特徴は以下の諸点。

理解を深めるため、内容を分かりやすくし、専門用
語の説明等も行う
これから半導体関連企業で働く人たちの基礎教育を
行う－安全・品質管理・特許等を分かりやすく説明

プログラム

半導体デバイスの「基礎の基礎」／MOS－LSIの製造

方法／講師を囲むQ&Aおよび交流会／歩留りとコス

ト／半導体組立・実装／安全・品質管理・技術報告
書・特許

費　用：５万円　但し1社2人目は4．5万円、3人目から

は4万円（消費税別）

詳細は同社まで

Tel：03-3815-3224 Fax：03-3815-3239

e-mail：kyouiku_toi@sipec.co.jp     米谷　英夫

評論家の立花隆さんが、今、科学の分野でたいへん
面白いのは生命科学と宇宙科学であると述べておられ
た。どちらも20世紀最後の10年ぐらいから、新しい発
見が次々に行われ、私達に興味のある情報を色々提供
してくれている。
何故このような話を持ち出したかというと、2年程前

に私が現役生活を引退して新たな生活を始めるに当り、
これまでとは全く関係のない（つまり半導体とは関係
のない）何かを勉強し、今後の人生における知的好奇
心を満たしていく為に思いついたのがこの二つの分野
だったのである。
生命科学の分野においては、遺伝情報を司るDNA塩
基の配列や組合せの解読が進み、生命現象を支配して
いる仕組みの解明や、生物の進化をコントロールでき
る手法の研究開発が進んでいる。宇宙科学の分野にお
いては、人工衛星による天体の探査や、電波、光、X

線等のあらゆる波長領域の電磁波を駆使した天体観測
が行われ、その観測結果の解析から宇宙の誕生とその
進化の過程が次第に明らかにされてきている。

この両分野は21世紀前半の科学の花形としてスポッ
トを浴び、ホットでエキサイティングな情報を私達に
与えてくれることは間違いない。しかし、生命科学が
生命のメカニズムを解明していくことは、単に私達の
知的好奇心を満たしてくれるだけでは止まらず、私達
の生活や人生に深く関わりをもち、私達の生命観や人
生観に大きな影響を及ぼすことが予想され、これの知
識を深めていくことは重要ではあるがやや重苦しい所
もある。これに反し、宇宙科学は私達の日常の感覚か
らは大きく隔たったスケールでの、雄大であり、且つ、
ロマンさえ感じさせる世界を取り扱い、勉強する上で
は至って気楽な分野である。
光に近い速度で膨張を続け、永遠に到達することの
できない宇宙の果てや、宇宙時間を逆戻りさせていっ
ても知ることのできない時間0の宇宙の出発点、原子も
バラバラになり素粒子の状態でしか存在の許されない
超高温の天体物質、重力が大きく光さえも閉じ込めて
しまうブラックホールやその存在は予言できるが実証
不可能な暗黒物質、等々、宇宙には未だ知られざる謎
が一杯充満し、わくわくするような面白さを私達に与
えてくれている。そこには、20世紀に生れ発展してき
た物理学の二本柱、即ち、一般相対性理論と量子力学
の融合した、地球上では体験できないような物理の世
界が存在する。
これから暫くの間、恐らく何の役にも立たないと思わ
れるが、宇宙に関する新しい知識で知的好奇心を満たし、
そこに漂うロマンの世界を楽しもうと思っている。

（M. U.）

SSIS News Letter "ENCORE" No.17
発行日：2001年3月31日
発行者：SSIS 半導体シニア協会

会長　川西剛
本号担当編集委員　内田雅人

〒113-0033 東京都文京区本郷4-1-4
コスモス本郷ビル
TEL：03-3815-8939，FAX：03-3815-8529

URL http://www.omnibrain.com/ssis/

E-mail：ssis@blue.ocn.ne.jp


	CONTENTS
	巻頭言
	NoSide
	News 最先端
	話題の技術
	観測気球
	ハーブの香
	私の趣味
	私のライフプラン


